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　我が国には現在中小企業は約336万社あるといわれ、企業全体に占め

る割合は99.7％、従業員全体では７割を占めている。これまでも日本

経済や地域経済の下支えをしているのは中小企業だといわれてきている

が、これからは中小企業がさらに「稼ぐ力」をつけて、日本の「原動力」

となることが期待されている。

　

　はじめに、なぜ日本の中小企業はこれまでしっかりと稼げなかったの

かについて要因分析してみたい。まずデフレ経済の中で経営者の思考が

「コスト削減」に傾いていたことが挙げられる。特に製造業の場合は日

本特有の「系列構造」があり、付加価値のあるものに対して正当な対価

が支払われていなかった点である。親企業からの猛烈なコスト削減要求

もあり、せっかく自社で開発された「付加価値商品」も正当に評価され

てこなかった。つまり下請けの中小企業は、「系列構造」の一員に残る

ために、「付加価値」のある商品であっても無償ないしは非常な低価格

での提供を余儀なくされたのである。おのずと中小企業の経営者は、「下

請け構造」からの離脱リスクのある新商品開発やその販売展開には慎重

にならざるを得なかったということが言えよう。

　

　しかし、こうした傾向もこの10年ほどでかなり変化してきている。
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